
4.3.3 K 断層の連続性及び活動性 

K 断層は，走向が D-1 トレンチ北壁面では N－S 方向であるが，D-1 トレンチ西側ピッ

ト付近から NW－SE 方向となり，擁壁撤去法面付近で再度 NNE－SSW 方向に変化する中

～高角度の西傾斜の破砕帯である。幅広の白色熱水変質を伴うカタクレーサイトと灰白色，

淡褐色等の色調を呈する断層ガウジからなり，断層ガウジの構成粒子は円磨されず角礫状

を呈している。断層の変位センスは，地層の変位方向によれば逆断層センスであるが，薄

片等では断層ガウジの面構造が不明瞭であることから変位センスの認定が困難なものもあ

る。これらの K 断層の特徴は D-1 破砕帯及び G 断層とは異なる。

次に，K 断層の活動性について，以下に述べる。

K 断層は，北部の D-1 トレンチ北壁面では，③層に認められ，見かけの鉛直変位量の総

和は，撓曲を含めると約 1.3m であり，③層上部の地層に変位・変形を与えていない。【資

料 4.3.3－1~4】

D-1 トレンチ L カットピットでは，風化花崗斑岩と②層とを境している。なお，オーガ

ーボーリングによる基盤岩の比高は，見かけ約 1.8m であるが，これは K 断層の真の鉛直

変位量を表すものではない【資料 4.3.3－5,6】。条線の面構造から高角度の条線が観察され

る【資料 4.3.3－7,8】。最新活動面の薄片試料観察による変位センスは逆断層センスである

【資料 4.3.3－9】。

D-1 トレンチ 2－1 ピットでは，基盤岩から③層までを変位させ，基盤岩上面の見かけの

鉛直変位量は，北面で約 1.1m，南面で約 0.6m である【資料 4.3.3－10,11】。最新活動面に

ついて複数の条線方向を統計的に確認した結果，縦ずれ成分が卓越する【資料 4.3.3－12】。

D-1 トレンチ西側ピットの北部拡幅部では，③層を変位させ，ピット内において N－S 方

向から NNW－SSE 方向の断層に屈曲して走向を変えている。なお，屈曲部から南方へ分

岐する N－S 方向の断層は，③層に変位・変形を与えていない。【資料 4.3.3－13,14】

D-1 トレンチ 1－1 ピットでは，基盤岩から③層を変位させ，北面では，②層上面の見か
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けの鉛直変位量は約 1.2m，南面では，①層上面で約 1.2m 以上，②層上面で約 1.1m 以上，

③層内で約 1.5m であり，累積性は認められない【資料 4.3.3－15~18】。底盤には，NW－

SE 方向，中角度の K 断層が認められる【資料 4.3.3－19】。また，最新活動面について複数

の条線方向を統計的に確認した結果，縦ずれ成分が卓越する【資料 4.3.3－20】。なお，西

面の基盤岩内には，熱水変質を伴う NNE－SSW 方向，高角度東傾斜の破砕帯が認められ

るが，これを覆う①層に変位・変形は認められない【資料 4.3.3－21】。

D-1 トレンチ 1－1 ピットで認められる破砕帯は，擁壁裏法面を経て擁壁撤去法面に連続

する。【資料 4.3.3－22】擁壁裏法面では，③層を逆断層センスで変位させる K 断層の見か

け鉛直変位量は撓曲を含め約 1.3m 以上である。【資料 4.3.3－23,24】

擁壁撤去法面では，②層，③層を逆断層センスで変位させる K 断層が認められる。②層

上面の見かけの鉛直変位量は，撓曲を含めて約 0.6m 以上である。【資料 4.3.3－25,26】

D-1 トレンチ入口北側法面では，③層に変位・変形は認められない。【資料 4.3.3－27】

D-1 トレンチ擁壁撤去法面から D-1 トレンチ入口北側法面の間において，③層に変位・

変形を与える破砕帯は擁壁撤去法面で確認される 1 条のみであり，南方の原電道路ピット

に連続している。

K 断層は，原電道路ピット底盤部及び東向き法面部では，②層及び③層を変位させる N

－S 方向と NNE－SSW 方向に分岐し，これらの③層内の見かけの鉛直変位量は約 15cm で

ある。N－S 方向の K 断層は，東向き法面部の③層上部に変位・変形を与えていない。また，

NNE－SSW 方向の K 断層については，南側の原電道路ピット西向き法面部で③層内の見

かけの鉛直変位量は約 5cm と小さくなり，③層上部には変位・変形を与えていない。【資料

4.3.3－28~33】

以上のことから，K 断層は D-1 トレンチ付近の基盤岩の中で大きく蛇行し，また，第四

系の見かけの鉛直変位量が短区間で急激に減少し，原電道路ピット西向き法面部付近でほ

ぼ変位が認められなくなる断層であり，D-1 トレンチ北壁面及び原電道路ピット西向き法面

部で③層上部に変位・変形を与えていない【資料 4.3.3－34】。
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D-1トレンチ1-1ピット北面（K断層） スケッチ

15

f:せん断面

H25.4.24以降得られたデータ



D-1トレンチ1-1ピット北面（K断層） 写真

1-1ピット北面

4.3.3－16

H25.4.24以降得られたデータ

1
5
8



D-1トレンチ1-1ピット南面（K断層） スケッチ

南面にはNW-SE方向，中角度西傾斜のK断層が分布する。各層の見かけの鉛直変位量は①層で約1.2m以上，②
層上面で約1.1m以上，③層内で約1.5mであり，累積性は認められない。

1-1ピット南面

4.3.3－17

盛 土

f:せん断面

H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ 1-1ピット南面（K断層） 写真

1-1ピット南面

4.3.3－18

H25.4.24以降得られたデータ
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6
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ＳＥ← →ＮＷ ＳＥ← →ＮＷ

D-1トレンチ1-1ピット底盤（K断層） スケッチ及び写真

底盤にはNW-SE方向，中角度西傾斜のK断層が分布する。

写真の向き

4.3.3－19

f:せん断面

K断層

K断層

1-1ピット底盤

H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ1-1ピット（K断層） 条線統計的整理

・K断層の最新活動面における条線は，S60°～70°Wを示す縦ずれ成分が卓越。
・高角度を示すプランジが多い。

4.3.3－20

H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ1-1ピット西面 スケッチ及び写真

写真の向き

1-1ピット西面

4.3.3－21

基盤岩内には，熱水変質を伴うNNE-SSW方向，高角度東傾斜の破砕
帯が認められるが，これを覆う①層に変位・変形は認められない。
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f:せん断面

H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ擁壁撤去法面、擁壁裏法面及び入口北側法面（K断層） 全体スケッチ

・D-1トレンチ1-1ピットで認められる破砕部は，擁壁裏法面を経て，擁壁撤去法面に連続する。

・D-1トレンチ入口北側法面では，③層に変位・変形は認められない。

4.3.3－22

擁壁撤去
法面
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Ｋ断層
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天
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地
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H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ擁壁裏法面（K断層） 拡大スケッチ

擁壁裏法面では，③層を逆断層センスで変位させるK断層の見かけ鉛直変位量は撓曲を含め
約1.3m以上である。 4.3.3－23

擁壁裏法面

Ｋ断層

Ｋ断層

Ｋ断層

f:破砕部

写真の向き

H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ擁壁裏法面（K断層） 拡大写真

4.3.3－24

擁壁裏法面

写真の向き

H25.4.24以降得られたデータ

1
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6



D-1トレンチ擁壁撤去法面（K断層） 拡大スケッチ

擁壁撤去法面では，②層、③層を逆断層センスで変位させるK断層が認められる。②層上面の見かけの鉛直変位量は，
撓曲を含めて約0.6m以上である。

4.3.3－25
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法面
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H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ擁壁撤去法面（K断層） 拡大写真

4.3.3－26

擁壁撤去
法面

写真の向き

H25.4.24以降得られたデータ
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D-1トレンチ入口北側法面（K断層） スケッチ及び写真

D-1トレンチ入口北側法面では，③層に
変位・変形をは認められない。

4.3.3－27

入口北側法面

写真の向き

H25.4.24以降得られたデータ

1
6
9



原電道路ピット（K断層） 全体スケッチ

・原電道路ピット底盤部及び東向き法面部では，②層及び③層を変位させるN-S方向とNNE-SSW方向に分岐するK断
層が認められる。

・NNE-SSW方向のK断層は，さらに南側の西向き法面部で③層内の見かけの鉛直変位量は約5cmと小さくなり，③層
上部には変位・変形を与えていない。 4.3.3－28
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原電道路ピット底盤部（K断層） 拡大スケッチ

原電道路ピット底盤部では，②層及び③層を変位させるN-S方向とNNE-SSW方向に分岐するK断層
が認められる。

4.3.3－29

原電道路ピット

Ｋ断層 Ｋ断層

f:破砕部

原電道路ピット底盤部

Ｋ断層

H25.4.24以降得られたデータ
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原電道路ピット底盤部（K断層） 拡大写真

底盤東側部

底盤西側部

4.3.3－30

原電道路ピット
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H25.4.24以降得られたデータ
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f:せん断面

原電道路ピット東向き法面（K断層） 拡大スケッチ及び写真

・K断層はN-S方向とNNE-SSW方向に分岐し，③層内の見かけの鉛直変位量は約15cmである。
・N-S方向のK断層は，③層上部に変位・変形を与えていない。 4.3.3－31

原電道路ピット

写真1 写真2 写真3
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H25.4.24以降得られたデータ
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原電道路ピット島状頂盤部（K断層） 拡大スケッチ及び写真

K断層は，③上部に変位・変形を与えていない。
4.3.3－32

原電道路ピット写真の向き

Ｋ断層

原電道路ピット
島状頂盤部

NW← →SE

H25.4.24以降得られたデータ
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原電道路ピット西向き法面部（K断層） 拡大スケッチ及び写真

K断層は，西向き法面部で③層内の見かけの鉛直変位量は約5cmと小さくなり，③層上部には変位・変形
を与えていない。 4.3.3－33

原電道路ピット

写真範囲

Ｋ断層

f:せん断面

原電道路ピット
西向き法面部
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K断層の変位量について

K断層の第四系の見かけの鉛直変位量は，短区間で急激に減少し，原電道路ピット西向き法面部付
近でほぼ変位が認められなくなり，③層上部に変位・変形を与えていない。 4.3.3－34

H25.4.24以降得られたデータを反映

1
7
6


